
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
五
十
四
回
）

遣
新
羅
使
と
万
葉
集
～
そ
の
９
～

～
引
津
・
可
也

か

や

の
山
～

・
万
葉
集
巻
十
五
に
は
天
平
八
年
（
西
暦
七
三
六
年
）
阿
部
継
麻
呂
を
大
使
と
す
る
遣

新
羅
使
人
の
一
行
は
六
月
に
難
波
を
出
航
し,

瀬
戸
内
海
を
西
に
順
調
に
航
海
し
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
、
筑
紫
（
九
州
）
真
近
か
の
、
佐
波
の
海
（
周
防
灘
・
山
口
県
防
府

市
沖
合
い
）
で
暴
風
の
た
め
遭
難
し
、
筑
紫
（
九
州
）
の
東
部
に
位
置
す
る
分
間
の
浦

（
今
の
大
分
県
中
津
市
）
に
漂
着
し
た
。（
本
シ
リ
ー
ズ
第
五
十
一
回
）

・
そ
の
後
、
万
葉
集
の
歌
の
内
容
か
ら
七
夕
、
前
後
の
頃
に
博
多
湾
岸
の
筑

紫

館

つ
く
し
の
む
ろ
つ
み

（
現
・
福
岡
市
中
央
区
城
内
）
に
着
き
船
団
を
立
て
直
し
て
筑
紫
館
に
近
い
福
岡
（
博

多
）
湾
に
面
し
た
「
荒
津
（
現
・
福
岡
市
中
央
区
）
」
を
船
出
し
た
が
間
も
な
く
日
本

海
の
一
部
で
福
岡
県
北
西
部
に
広
が
る
海
域
で
あ
る
玄
界
灘
に
突
き
出
た
糸
島
半
島

沿
岸
を
通
過
中
に
海
が
荒
れ
て
い
た
た
め
出
港
地
の
「
荒
津
」
か
ら
約
２
０
ｋ
ｍ
離
れ

た
糸
島
半
島
東
側
突
端
に
近
い
「
韓

亭

か
ら
と
ま
り

（
現
・
福
岡
市
西
区
唐
泊
）」
に
て
三
日
間
停

泊
し
て
海
が
鎮
ま
る
の
を
待
っ
た
こ
と
が
万
葉
集
に
詠
わ
れ
て
い
る
。
（
本
シ
リ
ー
ズ

第
五
十
三
回
）

・
そ
の
後
、
糸
島
半
島
に
沿
っ
て
西
へ
と
巡
り
「
韓
亭
」
か
ら
さ
ら
に
約
１
０
ｋ
ｍ
離

れ
た
引
津
亭

ひ
き
つ
の
と
ま
り

（
引
津
は
現
・
糸
島
市
志
摩
町
引
津
湾
の
説
が
あ
る
。
）
に
停
泊
し
た
。

万
葉
集
に
は
そ
の
時
に
遣
新
羅
使
が
詠
っ
た
「
引
津
の
亭
に
船ふ

ね

泊は

て
て
作
る
歌
七
首
」

が
載
る
。
そ
の
内
の
三
首
に
可
也
山
麓
で
男
鹿
が
鳴
く
次
の
歌
が
あ
る
。



１
）
草
枕

旅
を
苦
し
み

恋
ひ

居を

れ
ば

可
也

か

や

の
山
辺
に

さ

男
鹿

を

し

か

鳴
く
も

巻
十
五
―
三
六
七
四

作
者
・
壬
生
宇

み

ぶ

の

う

太だ

麻
呂

ま

ろ

（
解
説
）
旅
の
苦
し
さ
に
、
故
郷
を
恋
し
く
思
っ
て
い
る
と
、
可
也
の
山
辺
に
男
鹿
が

鳴
く
。（
そ
れ
を
聞
く
と
恋
し
さ
が
ま
さ
る
。）

２
）
妹い

も

を
思
ひ

眠い

の
寝ね

ら
え
ぬ

に

秋
の
野
に

さ
男
鹿

を

し

か

鳴
き

つ

妻つ
ま

思
ひ
か
ね
て

巻
十
五
―
三
六
七
八

作
者
・
遣
新
羅
使

（
解
説
）
君
を
思
っ
て
、
寝
ら
れ
ず
に
い
る
と
、
秋
の
野
に
男
鹿
が
鳴
い
た
。
妻
を
思

う
心
に
堪
え
か
ね
て
。



３
）
夜
を
長な

が

み

眼い

の
寝ね

ら
え
ぬ

に

あ
し
ひ
き
の

山
彦

や
ま
び
こ

響と
よ

め

さ
男
鹿

を

し

か

鳴
く
も

巻
十
五
―
三
六
八
〇 

 

遣
新
羅
使

（
解
説
）
秋
の
夜
が
長
い
の
で
寝
ら
れ
ず
に
い
る
折
か
ら
、
加
也
山
の
山
麓
に
山
彦
を

響
か
せ
て
男
鹿
が
鳴
く
こ
と
だ
。

・
こ
の
三
首
が
詠
わ
れ
た
「
引
津
の
亭
」
は
、
糸
島
半
島
の
西
側
、
も
と
志
摩
郡
（
現
・

福
岡
県
糸
島
市
志
摩
町
）
の
停
泊
地
で
、
そ
の
位
置
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
「
お

そ
ら
く
玄
界
灘
か
ら
避
難
す
る
の
に
最
初
の
良
湾
で
あ
る
「
引
津
湾
（
引
津
浦
）
の
湾

岸
で
あ
ろ
う
と
の
説
が
あ
る
。
（
万
葉
集
地
名
歌
総
覧
）

１
）
の
歌
に
詠
わ
れ
て
い
る
「
可
也
の
山
」
は
引
津
浦
（
引
津
湾
）
の
東
方
に
見
え
る

糸
島
半
島
の
シ
ン
ボ
ル
可
也
山
（
高
さ
三
六
五
メ
ー
ト
ル
）
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
秀

麗
な
山
容
か
ら
筑
紫
富
士
・
糸
島
富
士
・
小
富
士
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

・
清
原
和
義
著
「
遣
新
羅
使
と
筑
紫
」
に
は
可
也
の
山
は
特
に
そ
の
南
及
び
西
斜
面
は

裾
野
の
傾
斜
も
緩
や
か
で
、
奈
良
東
郊
の
春
日
山
や
高
円
山
に
似
た
所
が
あ
る
。
そ
の

山
の
裾
野
で
雄
鹿
が
妻
を
呼
び
求
め
て
鳴
く
と
こ
ろ
に
、
一
層
妻
恋
い
の
思
い
を
か
き

た
て
一
行
は
望
郷
の
思
い
を
強
く
し
た
に
違
い
な
い
と
記
さ
れ
る
。

（
参
考
文
献
）
日
本
古
典
文
学
大
系
「
万
葉
集
」、
「
万
葉
集
地
名
歌
総
覧
」
・
清
原
和
義
著
「
遣
新
羅
使
と
筑
紫
」
他



《
写
生
地
１
》

糸
島
市
志
摩
町
船
越
の
漁
村
か
ら
糸
島
半
島
の
北
端
に
最
も
近
い
半
島
の
西
の
港
・
引

津
湾
と
東
方
に
見
え
る
可
也
山
風
景
を
描
く
。（
杏

花
）

《
写
生
地
２
》

可
也
山
は
糸
島
半
島
西
部
に
位
置
し
半
島
の
平
野
部
ほ
ぼ
全
域
と
福
岡
湾
に
面
す
る

福
岡
市
内
か
ら
も
西
方
に
秀
麗
な
山
容
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
。
福
岡
市
西
区
姪
浜
海

岸
か
ら
福
岡
（
博
多
）
湾
と
背
景
に
加
也
山
を
描
く
。（
杏

花
）



（
写
生
地
２
） 

 
 

福
岡
市
西
区
姪
浜
・
生
の
松
原
か
ら
西
方
を
望
む
。 

 
 

「
引
津
湾
・
可
也
山
位
置
図
」


